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写本『魯膏E園睡夢談Jについて
CONCERNING THE MANUSCRIPT 
“OROSHIAKOKU SUIMUDAN” 
生田美智子＊
The manuscript “Oroshiakoku Suim udan，” whose composition is 
hypothetically dated in 1794, is a record of castaways from Ise who 
were cast ashore in Russia during the period of Japanese isolation. 
After a decade of wandering around Russia, they were returned by 
the Russian embassy to Japan. A photographic reproduction of the 
Japanese text of the manuscript was published in Russia in 1961 
with translation, notes and commentary by V.M. Konstantinov. 
However, in Japan its existence has been forgotten. It has not been 
listed in either of the major bibliographical collections, Kokusho 
Somokur、okuor Kotenseki Sogo Mokur、oku.In Russia as well, it has 
become a forgotten book while translation of Inoue Yasushi’s 
“Oroshiyαkoku Suimutαn，” whose title seems to be inspired by it, is 
famous and has been filmed. 





tion illustrating the drama of contact with a foreign culture during 
the period of Japanese isolation. This manuscript, as can be 
ascertained from its title, preface and style, was not written at the 
behest of the bakufu or any feudal lord. For that reason the 
anonymous author was able to deal freely with his material. 
In this paper I would first like to clarify how this manuscript 
made its way to Russia and was subsequently published in repro-




































































































































































































































































































































































































3) c. c.「p11ropロes附， V'3HCTOpHH OTe'!eCTBeHHOrO BOCTOKOB問問問； BJia.llHBOCTOKC閥抗
BoCTo可出前 HHCTHTYT 8 1899-1916 rr. - CoseTCKOe BOCTOKOBe.neHHe, Nu 4, 1975, c. 138 
-149一
4) E. Pinous, Recent Soviet Translation and Studies of Pre-Modern Japanese Literature, 
Monumenta Nipponika XXX I, 2,1977, Sophia University p. 235-243. コンスタンチー
ノフの知り合いであるゴレグリヤド氏に当時のお話をうかがうことができた。
5) 『魯斉亜園睡夢談j vi一泊i頁。
6 ) B . M. KottcTaHrnHOB, Ca11且eTeJbCTBaH口OH日eao Pocrn11 XVID ae1<a.一－ CoaeTCI<oe soc -
TOI<OBe江et1e,Nu 2, 1958, c. 76 -81. 
7）コンスタンチーノフの経歴については以下の文献を参照されたい。
K 60 －府T問 8.M. KoHCTaHTHHOBa.一 HapO.lblA311 1 A中p1I<1,1964,Nul, c. 228-229. 
8JJa.ll1M叩地-ixa伽 oaw1KottcTaHTHHOB.一 HapO.lblA311 1 A中p11rn,1967, No. 6, c. 184-185. 
H . Yf. Kottpa.ll一 B.M _ KottCTaHrnHoay. 一一 BOCTOI<, 1991, Nu 2, c. 88 -89. 
8）コンスタンチーノフの注釈は、桂川甫周著・亀井高孝校訂 『北櫨聞略j 岩波文庫 1990年の注
に全面的に取り入れられているので参照されたい。
9）松平定信著、松平定光校訂 I字下人言・修行録j 岩波文庫 昭和17年 165頁。
10) 『本土利明 海保育陵j f日本思想大系44J 岩波書店 1970年 70-71頁。
11）彼の名はいろいろに害かれるが、本稿では、晩年の自署に一貫して用いられている「光太夫」に
より表記する。
12）美作箕作省吾著 f坤輿図識j弘化二年（1845年） 巻二 （京都大学附属図書館蔵）
13) N.R.アダミ 市川伸二訳『遠い隣人一近世日露交渉史－J 平凡社選書149 1993年 37頁。
14）桂川帯周著・亀井高孝校訂『北桂聞略j 岩波文庫 1990年 158頁。但しルピは省略した。





18）λaI<cMaHa )!()'pHaJ MopenJJaBaHHH B只noH附.- YfCTOp11可ecI<附 apX11B. 1961, No. 4, C. 117 
-119. 中村喜和「タタミの上の外交交渉ーラクスマン来航201年目の感想一」『日露200年一
隣国ロシアとの交流史ーj ロシア史研究会 1993年 24-35頁。
19）篠本廉著・大友喜作解説、校訂『北桂異聞j 北門業害第六冊 図書刊行会 186頁。
20）山本祐子「『猿猿庵合集 六編j一影印と翻刻一」 『名古屋博物館研究紀要j名古屋市博物館
昭和62年。
21）吉野作造著『露国帰還の漂流民幸太夫j 文化生活研究会 大正十三年 16頁。
22）石川良助『徳川禁令考前集第6J 創文杜 1959年 375頁。
23) JlaI<cMaHa )!()'pHaJ MopenJJaBaH11H B只πOHl1!0. -YfCTOp川 ec1＜目前 apXHB. 1961,Nu4,c. 139・
140 
24）林子平著 f三園通覧図説j 蝦夷 ・千鳥古文書集成全十巻北方未公開古文書集成 第三巻教
育出版センタ一 昭和60年 56頁。
25）飛鳥井雅道「異境と異界」 1991年5月8日 京都大学人文科学研究所での口頭報告。
写本『魯斉E園睡夢談jの解読に際しては、平田由美氏に御教授いただいた。また論文執筆の
過程では、飛鳥井雅道、木村崇、米井力也、斉藤希史、谷川恵一、平田由美、松田清の諸氏に多々
御教示いただくことができた。記して感謝する。
討議要旨
平岡敏夫氏より「著者としてどのような人物が想定されるか。また、内容が多岐にわ
たっているので、複数のものを合成した可能性は考えられないか」との質問がなされた。
発表者は「巻一、二の著者は不明。巻三は『通航一覧jなどの著作に記載されている信
牌や贈答品リストのヴアリアントであるらしい。巻四、五の原著者は、桂川甫周である
ことが分かっている。全体を編集した著者は、多分蘭学者ではないかと考えている。」
と答えられた。相田満氏は「長崎浩斎関係の資料に、桂川甫周、大槻磐水などが出てく
る。彼らは一種の人物交流圏を形成しており、頻繁な書簡の往復が認められる。こういっ
たグループが、考証などには関与していたのではないか」と示唆された。また、潟沼潤
氏からコンスタンチーノフについて、武井協三氏より挿絵についての質問があった。
